
平成２９年度 

第１回岡山市基本政策審議会 

会議録 

日時：平成29年8月21日（月）10：30～12：00 

場所：岡山市役所本庁舎３階第３会議室 



- 1 - 

平成２９年度第１回岡山市基本政策審議会会議録 

平成２９年８月２１日（月） 

開会 

１ 開会 

○事務局（草野） ただいまより平成２９年度第１回岡山市基本政策審議会を開催いたし

ます。私、本日の司会を務めさせていただきます政策企画課課長代理の草野でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは開会に当たりまして、大森雅夫岡山市長よりご挨拶を申し上げます。 

２ 市長あいさつ 

○大森市長 皆さんおはようございます。お忙しい中、審議会にご出席いただきまして本

当にありがとうございます。 

 岡山市の総合計画、長期構想、そして前期中期計画策定に際しましては、２年間の長き

にわたりご審議をいただきまして本当にありがとうございました。立派なものをつくって

いただいたというように思っております。この計画は、計画をつくって終わるというわけ

ではございません。毎年ＰＤＣＡサイクルにかけることによってより実効あるものにして

いきたいというように思っております。 

 今日は皆様方から様々なご意見をいただいて、それらを踏まえて来年度の予算に一つの

新しい姿として、計画に基づく姿として要求をさせていただき、議会でも議論させていた

だきたいというように思っております。忌憚のないご意見をよろしくお願い申し上げま

す。 

○事務局（草野） それでは続きまして、越宗会長からご挨拶いただきます。 

３ 会長あいさつ 

○越宗会長 皆さんおはようございます。委員の皆様には、平成２９年度第１回の基本政

策審議会にご出席いただきましてありがとうございました。先ほど市長からお話ございま

したけども、この岡山市の第六次総合計画、委員の皆様には長期構想、それから前期中期

計画、それぞれに当たりまして、それぞれ専門的な見地、広い見地からご意見いただきま

してありがとうございました。お話にありましたように、この計画を策定することがもち
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ろん目的ではありませんで、これをいかに着実に実行していくかが大事なことであろうか

というふうに私どもも考えております。 

 大森市長ご就任以来、様々な取組でまさに岡山市が動いたと、動いていくということを

実感しているのは委員の皆様もご存知ではなかろうかというふうに思います。とはいいま

しても、まだまだ岡山市にとりましては解決しなければならない課題が若干あろうかとい

うふうに思います。 

 本日は、平成２９年度第１回の審議会ということでございまして、市当局から前期中期

計画にかかる２８年度の取組実績につきまして報告をいただきます。その上で委員の皆様

にはそれを踏まえて、現状の総合的な変化であるとか、あるいは今後、事業、施策を進め

ていく上での留意すべき視点でありますとか、あるいは新たに動くいろんな要素はないか

とか、そのようなところでいろいろとご意見をいただきまして、当局に今後の事業の推進

に当たっての参考としていただければと、そんなふうに考えているところでございます。 

 大体１２時ぐらいまでを目途にしておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 開会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。 

○事務局（草野） それでは続きまして、本日の委員の皆様の出席状況についてでござい

ますが、本日は３名の委員の方がご都合により欠席でございます。なお、本審議会設置条

例第６条第２項に規定しております委員過半数のご出席をいただいておりますので、当審

議会は成立しております。それでは、本審議会設置条例第６条第１項によりまして会長が

議長となることになっておりますので、これからの議事運営につきましては越宗会長にお

願いいたします。 

○越宗会長 それでは、着席して進めさせていただきます。では、会議資料の次第に沿い

まして進めさせていただきたいと思いますけれども、初めに、このたび泉史博委員が６月

に中国銀行さんの相談役をひかれたということから、本審議会の委員についても辞任した

いと、そういう申し出がございました。後任には、同じく中国銀行の加藤貞則代表取締役

専務さんが先月１３日から新たに委員にご就任であります。それから、もう一方は岡山市

連合町内会役員改選に伴いまして、小山旭委員にかわりまして、永見勝岡山市連合町内会

副会長さんが同じく７月１３日から委員に就任されております。本日、永見委員はご都合

で欠席でありますが、それでは加藤委員から一言ご挨拶をいただきたいと思います。 
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○加藤委員 初めまして。私は中国銀行専務の加藤貞則と申します。先ほどご案内いただ

きました泉相談役が退任でございまして、後任ということで、このたび続いて岡山市基本

政策審議会委員という大役を仰せつかりました。私の今までの経験等をなるべく反映でき

ればと思っております。皆様のお役に立てるように頑張りますので、よろしくお願いいた

します。 

○越宗会長 ありがとうございました。それで、ここで泉委員がこの審議会の副会長であ

りましたので、それによりまして新たに副会長選出の必要がございます。これから副会長

の選出に入らせていただきます。副会長には、岡山市基本政策等に関する審議会設置条例

第５条第２項に基づきまして委員の互選により定めると、そのようになっております。そ

れで、副会長についてここで委員の皆様からご意見がございましたらお願いしたいと思い

ますが。 

 はい、塩見さん。 

○塩見委員 ＮＰＯ法人岡山市日中友好協会の会長の片山浩子さんにお願いしたいと思い

ますが、いかがでございますか。 

○越宗会長 ただいま片山委員さんを推薦したいというご意見がございましたが、皆様い

かがでございましょうか。よろしゅうございますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○越宗会長 それでは、全員一致で副会長は片山委員さんということに相なりました。そ

れでは、ご賛同いただきましたので、副会長、こちらの席のほうへご移動をお願いしたい

と思います。それでは、片山副会長から一言挨拶を。 

○片山委員 大変微力でございますけれども、越宗会長、また皆様方のご協力のもと務め

させていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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○越宗会長 ありがとうございました。それでは、議事のほうに入らせていただきたいと

思います。その前に、今回の傍聴の取り扱いについて事務局から説明をお願いいたしま

す。 

○事務局(草野) 今のところ傍聴希望者はいらっしゃいませんが、特に支障がなければ本

審議会を公開といたしまして、この後傍聴希望者が来られた場合は傍聴の許可をいただけ

ればと思いますが、いかがでしょうか。 

○越宗会長 本日の審議につきまして特に支障となる事由はないと思われますので、本審

議会を公開にしたいと思いますが、委員の皆さんよろしゅうございますでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○越宗会長 ありがとうございます。それでは、本日の会議の傍聴希望者には傍聴を許可

したいと思います。 

４ 協議事項（１）岡山市第六次総合計画 前期中期計画にかかる平成２８年度の取組状

況について 

○越宗会長 それでは、協議事項のほうに入ってまいります。協議事項の１、平成２８年

度取組実績の報告について協議したいと思います。では、事務局から資料説明をお願いい

たします。 

○事務局（道広） 政策企画課の道広と申します。それでは、お手元の資料により岡山市

第六次総合計画 前期中期計画にかかる平成２８年度の取組状況についてご説明します。

恐れ入りますが、座ってご説明させていただきます。 

 本年３月に策定した岡山市第六次総合計画 前期中期計画では、都市づくりの基本目標

である「未来へ躍動する 桃太郎のまち岡山」の実現に向けて計画を着実に推進するた

め、政策ごとに設定した成果指標の達成状況や各施策のもとで取り組む主な事務事業の進

捗状況等について毎年度評価を行い、公表することとしています。このたび計画初年度で

ある平成２８年度の取組状況について取りまとめましたので、報告させていただきます。 
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 それでは、お手元の資料１、「岡山市第六次総合計画 前期中期計画にかかる平成２８

年度の取組状況（概要）」をご覧ください。１枚物になります。これは、後ほどご説明さ

せていただきます資料２の概略としてまとめたものでございます。 

 まず、評価の基準についてですが、成果指標、事務事業とも、状況を判断するため、そ

れぞれ区分を設けて評価しております。成果指標については、「上昇・改善」、「横ば

い」、「低下・悪化」の３区分を設定しております。また、事務事業については、年度当

初に計画されていた業務が予定どおり、または予定以上に実施されたもので、事業目標値

がある場合は、目安として予定の９割以上を実施したものを「順調」とし、以下「概ね順

調」、「やや遅れ」、「遅れ」の４区分で評価しております。 

 左側の成果指標の欄をご覧ください。成果指標は全部で８２ございます。そのうち評価

対象外となる３６指標を除いた４６の指標について、約８割に当たる３６の指標が上昇・

改善しております。なお、評価対象外となった指標は、市民意識調査のように２年に１回

行われるものやこの時期までに判明してないものになります。 

 上昇・改善した主な指標としては、企業立地件数が前年に比べ４件増えて１２件、コン

ベンション参加者数が前年に比べ約２万９，０００人増えて１８万１，０００人余りなど

となっております。一方、横ばいだった指標は、全国学力・学習状況調査のＢ問題の偏差

値など、また、低下・悪化した指標は、保育所等の待機児童数などとなっております。こ

れら、横ばい、低下・悪化であった指標については、関連事業を点検し、指標の改善につ

なげてまいりたいと考えております。 

 次に、右側の主な事務事業の欄をご覧ください。各施策のもとで取り組む３１４の事務

事業のうち、９割を超える２９９の事業が順調又は概ね順調で進捗しております。 

 順調であった主なものとしましては、先ほどの上昇・改善した指標と関連します企業立

地推進事業、コンベンション誘致対策事業、県庁通りの１車線化の回遊性向上社会実験に

取り組んだ、歩いて楽しい道路空間整備事業などが挙げられます。一方で、１５の事務事

業が当初の見込みよりもやや遅れの進捗となりました。主なものとしましては、自転車走

行空間の整備や高齢者向け地域優良賃貸住宅（サービス付き）の整備などが挙げられま

す。これらの事業については課題を検証し、事業手法の改善などによって事業の推進を図

っていきたいと考えております。 

 それでは、資料２、「桃太郎のまちづくりレポート２０１６」をご覧ください。資料に

は先ほどご説明しました資料１の詳細内容、また分野別計画及び区別計画の取組実績につ
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いてまとめております。 

 １ページには、成果指標の評価基準、事業の進捗状況の評価基準、２ページから８ペー

ジまでは、各政策における成果指標についてまとめております。なお、ここでは「桃太郎

のまち岡山」にちなみ、桃太郎の表情により評価を表しております。続きまして、各政策

の事務事業の進捗状況は、９ページから１９ページにまとめております。 

 次に、分野別計画の取組実績についてご説明します。２３ページをご覧ください。ま

ず、報告書の構成ですが、上段の成果指標の状況では、成果指標の基準値や実績値などと

あわせて実績を踏まえた評価や分析を、下段の総括では、施策ごとに成果指標や事務事業

の実績に基づいた総合評価を行っております。 

 ２４ページをご覧ください。こちらでは、施策ごとに取り組む事務事業の概要や、実績

に基づいた今後の課題や方向性を記載しております。時間の都合上全てをご説明すること

ができませんので、将来都市像ごとに主なもののみをご説明させていただきます。 

 将来都市像Ⅰ、「中四国をリードし、活力と創造性あふれる『経済・交流都市』」は、

政策１から政策１０までで、２３ページから８０ページまでとなります。 

 ２３ページをご覧ください。政策１、「新たな雇用と活力を生む戦略的な産業振興」で

すが、成果指標の状況として先ほど概要でもご説明しました企業立地件数は、平成２８年

度から３２年度までの合計値を目標値としておりますが、平成２８年度は１２件の実績が

あり、上昇・改善となりました。補助金制度の拡充や企業誘致活動に加え、岡山市の立地

環境の優位性により上昇したものと分析しております。関連する総合評価としては、２４

ページの施策③、拠点性をいかした企業立地の推進、事務事業では２６ページの企業立地

推進事業、２７ページの空港南産業団地整備事業となり、ともに順調に進捗しておりま

す。 

 次に、４１ページの政策４、「国内外の人を惹きつける観光・交流の推進」ですが、成

果指標では、転入超過者数について、移住相談会等を継続して実施しているものの、東日

本大震災から時間が経過し転入超過の動きが弱まっていることなどから、基準値よりも減

少しており低下・悪化となっております。総合評価として、４２ページの施策④、移住・

定住の促進の欄ですが、今後も移住相談会等と併せて住まいの確保等の支援を計画的に実

施し、岡山連携中枢都市圏での取組なども進めてまいります。関連事業は４６ページの移

住・定住の促進で、概ね順調に進んでおります。 

 次に、将来都市像Ⅱ、「誰もが憧れる充実の『子育て・教育都市』」は、政策１１から
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政策１９で、８１ページから１２９ページまでとなります。 

 このうち１１５ページをご覧ください。政策１７、「多様な主体による協働のまちづく

り」における成果指標の状況では、ＥＳＤプロジェクト参加団体数は主に活動支援助成等

により目標に向けて着実に増加しており、上昇・改善でございます。また、総合評価に関

連する施策①、ＥＳＤ活動の拡大と質の向上については、ＥＳＤの啓発活動や支援、情報

発信などにより参加団体の拡大につながったことや、学校や公民館での取組により活動主

体が徐々に育成されてきているものと考えております。関連する事業としては、１１６ペ

ージの岡山ＥＳＤプロジェクト推進事業など３事業で、進捗は順調又は概ね順調となって

おります。 

 ９７ページにお戻りください。続きまして、政策１４、「知・徳・体の調和のとれた自

立する子どもの育成」について、成果指標の全国学力・学習状況調査のＢ問題の偏差値で

は、授業改善に向けた取組を進めているものの横ばいとなっております。総合評価では、

施策①、主体的な学びの推進による確かな学力の育成で、全国学力調査と併せて本年度か

ら実施している岡山市独自の学力調査を有効活用することで、学力等の経年変化の把握や

授業改善を図っていく必要があると考えております。関連事業としては、９９ページに記

載された学力向上推進プロジェクトなど４事業が順調、概ね順調となっております。 

 次に、８１ページをご覧ください。政策１１、「安心して子どもを産み育てることがで

きる環境づくり」ですが、成果指標の保育所等の待機児童数について、保育の受け皿は拡

大したものの、保育ニーズの増加や潜在的な保育ニーズの掘り起こし等により低下・悪化

となっております。総合評価としては、施策①、仕事と子育ての両立のための基盤整備と

なり、８２ページの私立保育所の施設整備など６事業は順調又は概ね順調に実施できたも

のの、結果的に基準値より悪化しており、引き続き待機児童ゼロを目標とした事業を推進

してまいります。 

 次に、将来都市像Ⅲ、「全国に誇る、傑出した安心を築く『健康福祉・環境都市』」

は、政策２０から政策２８まで、１３１ページから１７２ページまでとなります。 

このうち１３５ページをご覧ください。政策２１、「豊富な医療・介護資源をいかし

た安心の暮らしづくり」のうち、成果指標、認知症サポーター数は、目標に向けて順調に

増加し、上昇・改善となっております。総合評価では、施策③、認知症対策の推進、関連

事業として１３８ページの認知症初期集中支援チームなど５事業において順調又は概ね順

調で進捗しております。次に、１３５ページにお戻りください。政策２１の成果指標のう
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ち、かかりつけ医がいる市民の割合は、出前講座など市民への普及啓発を行っているもの

の基準値を下回り、低下・悪化となりました。総合評価としては、施策②、在宅医療・介

護の推進で、今後は地域ごとの特性に応じた在宅基盤整備等に取り組み、引き続き市民へ

の普及啓発を図ってまいります。関連事業としては、１３８ページの在宅医療・介護連携

推進事業など２事業が順調、概ね順調で進捗しております。 

 次に、「都市経営」は政策２９から政策３０まで、１７３ページから１８４ページとな

ります。 

 １７７ページをご覧ください。政策３０、「将来世代に責任を持つ自主・自立的な行財

政運営」の成果指標の状況のうち、岡山市役所の管理職に占める女性の割合は、目標値に

向けて着実に増加し、上昇・改善となっております。総合評価としては施策④、組織力の

向上となり、１８２ページの適正な定員管理など４事業が順調に進捗しております。 

 次に、区別計画の取組実績についてご説明します。区別計画は、区づくりの将来目標の

実現に向けて、区で重点的に推進する施策や市民生活に密着した施策展開の方向性を定

め、そのもとで実施した平成２８年度の取組状況についてまとめております。なお、区別

計画では、その多くが分野別計画に基づく事務事業と重複していることから、各区の事務

事業については施策展開の方向性ごとの評価や関連する事業について評価しております。 

 １８７ページをご覧ください。北区の区づくりの将来目標は、「自然と共生し、歴史と

文化が薫る賑わいと交流のまち 北区」で、１８７ページから１９９ページまでとなりま

す。総括としては、７つの施策展開の方向性ごとに総合評価を行っております。例えば、

方向性１、「まちなかの魅力と賑わいの創出」については、西川緑道公園の特色をいかし

たイベントの定期的な実施や旭川の周辺整備などにより、まちなかの魅力アップや賑わい

創出につながっております。また、方向性２、「農村部、中山間地域の活性化」では、新

規就農相談や研修会の実施などにより新規就農者の確保等につなげるとともに、御津・建

部地域の地域おこし協力隊による地域の特産物等をいかした取組が地域活性化につながっ

ております。１８８ページ以降、具体的な事務事業の実績等を掲載しております。 

 次に、２０１ページをご覧ください。中区の区づくりの将来目標は、「ふれあいと活気

にあふれ、快適で住む喜びに満ちたまち 中区」で、２０１ページから２０８ページまで

です。総括としては、５つの施策展開の方向性をもとに総合評価を行っております。例え

ば、方向性１、「交通利便性の向上」については、都心部への交通アクセス性の強化等に

向けた下中野平井線（中環状線）、岡山赤穂線（外環状線）の整備やサイクル＆バスライ
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ド駐輪場の整備を着実に進めてまいりました。方向性２、「豊かな自然環境の保全・継

承」では、ＮＰＯや公民館と連携し、水辺教室の開催やアユモドキの保護活動を実施しま

した。２０２ページ以降、具体的な事務事業の実績等を掲載しております。 

 それでは、２０９ページをご覧ください。東区の区づくり将来目標は、「いつまでも住

み続けたい歴史が息づき愛着の持てるまち 東区」で、２０９ページから２１８ページま

でとなります。総括として、６つの施策展開の方向性ごとに総合評価を行っております。

例えば、方向性１、「地域資源を生かした魅力と賑わいづくり」については、西大寺朝市

や五福通りレトロマルシェ等のイベント開催支援、西大寺会陽の英語版Ｗｅｂサイト制作

支援等により、地域資源の魅力の向上と賑わいの創出を図ることができました。方向性

２、「多世代が交流・活動できる地域づくり」では、地域づくりの取組への支援は一定の

成果を上げているものの、人口が減少している東区においては、住民の高齢化や担い手不

足が確実に進行しているため、担い手の確保、育成を図っていく必要があるものと考えて

います。２１０ページ以降、具体的な事務事業の実績等を掲載しております。 

 最後に、２１９ページをご覧ください。南区の区づくりの将来目標は、「ひと・まち・

自然が調和し、笑顔輝く実りのふるさと 南区」で、２１９ページから２２６ページまで

です。総括としては、６つの施策展開の方向性ごとに総合評価を行っています。例えば、

方向性１、「地域で取り組む防災・防犯対策の充実」については、浦安、芳田の雨水排水

施設整備、内水ハザードマップの作成や出前講座による市民への周知など、ハード・ソフ

ト両面で浸水対策を推進しました。方向性３、「多様な担い手の参加・協働による地域活

動の活性化」では、区づくり推進事業において、干拓地における防災訓練やイノシシ被害

の防止・軽減事業など、住民自らが地域課題を解決しようとする特徴的な取組がありまし

た。２２０ページ以降、具体的な事務事業の実績等を掲載しております。 

 以上、時間の都合上簡単な説明となりましたが、今回の取組状況につきましては、平成

２８年度にスタートした前期中期計画の計画初年度における評価で、成果指標では約８割

以上が上昇・改善、事務事業では９割超の事業が順調あるいは概ね順調であったことか

ら、前期中期計画に掲げる目標の達成に向けて順調なスタートが切れたものと考えられ、

一定の評価ができるものと考えております。今後は、今回の評価結果を踏まえた上で各事

務事業の方向性や手法等について検討・見直しを行い、来年度以降の予算に反映していき

たいと考えております。以上でございます。 
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○越宗会長 ありがとうございました。それでは、２８年度の取組実績報告に関しまし

て、委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。事前にこの資料はお手元に届いて

いると思います。特にご専門の分野についてはお目通しをいただいていると思いますし、

何しろ膨大な資料でございますので、ご発言も同じようなことになっても時間がかなり必

要でございますので、できるだけ分野別あるいは区別に分けて議事を進行したいと思いま

す。３つの将来都市像ごとに区切って議事進行いたしますけれども、ご専門の部分から具

体の話をいただけるように私のほうから僣越ですが指名をさせていただきたいと思います

ので、どうぞその点はご了承お願いしたいと思います。 

 では、初めに将来都市像Ⅰ「経済・交流都市」の実現に向けての政策の１から１０まで

です。これにつきましてご意見をいただきたいと思いますが、まず産業・経済という部分

で梶谷委員から言っていただきましょうか。 

○梶谷委員 ありがとうございます。非常にタイトな期間で、資料を十分に見切れてなく

て申し訳ありません。比較的順調に推移していると理解をしております。産業面ではいろ

んな成果が出ているような気がいたします。企業のほうも活動が活発化してきているとい

うように思います。 

 あとは、今、政策としてやっておられます中小企業の振興の基本条例等の進捗を今後も

積極的に進めていただければと思います。 

○越宗会長 ありがとうございました。加藤委員、いかがでございますか。 

○加藤委員 私も、非常に充実した分厚い資料なので、はっきりとどこまで理解が進んで

いるのか疑問なのですが、梶谷委員のお話のとおり全般的には岡山市の経済状況は順調に

いっていると弊行としても見ております。ただ一つ、この経済分野の課題になると思いま

すが、人の雇用状況が良いことは非常にいい面ではあるんですけれども、かなり逼迫して

るという状況の中で、こういう事業をやりたいとか、この分野に投資したいと個々の中小

企業の皆様が思っておられてもなかなか雇用のほうが充足されないとか、そういうような

状況が問題だと言われる経営者の方が多いと私のほうは認識しております。果たして今、

私が申し上げたのがこの経済・交流都市という分野の中に入ってくるのかどうか疑問では

ありますが、そういう分野を除きますと非常に良い状況であって、先ほどの雇用指数にお
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きましても日本の中でも非常に高い状況を示しているという状況の中で、こういう課題を

解決できたらなあというふうに感じております。私からは以上です。 

○越宗会長 ありがとうございます。今加藤委員おっしゃいました雇用の分ですが、企業

立地件数では目標を上回るペースで推移しているんですけれども、ただ新規雇用、常用雇

用者っていうのは１３３人でしたか、そういうふうになっていると。やや物足りなさを感

じるわけなんですけれども、経済効果の高い大型の企業誘致というのはなかなか用地等の

問題で厳しい部分がございましょうけども、そういう状況の中で県と共同で今、空港南産

業団地の造成に取り組んでいらっしゃいまして、１８年度ですか、分譲が。地域経済にと

って雇用面でインパクトの大きい誘致が期待されているわけでありますけども、そういう

雇用という面では現状、それから今後について何かお考えはありますでしょうか。もしご

意見があれば頂戴できれば。 

 はい、どうぞお願いします。 

○産業政策担当局長 産業政策担当局長でございます。雇用の関係を担当しております。

先ほど委員の皆様方からご指摘をいただきましたように、企業立地件数というのはなかな

か大きな規模の製造業等は受け皿的に難しい部分があるんですけれども、いわゆる市内中

心部でのオフィスですとかそういった部分を中心的に大森市長就任以降、施策を見直しな

がら取り組んでまいりまして、１２件というような格好での状況でございます。 

 一方、岡山市内の有効求人倍率につきましては、昨年９月から今年の２月までは岡山ハ

ローワーク圏内では２倍を超えておりまして、今若干下がってきて確か１．８倍前後ぐら

いだったと思います。これでも市内の中小企業の製造業の社長さんの意向を伺いますと、

なかなか人の雇用は難しいので若干仕事をセーブする、といいますか断っている部分もあ

りますというようなことがございました。市としても雇用対策事業ということで、新規学

卒者もしくはＵＩＪターンでの就職を目指している学生の相談会ですとか、こういったも

のもこの８月には開催しております。今後のこととして、やはり市内の主な事業者という

のは中小企業、小規模事業者がメインということになりますので、いかにこういったとこ

ろの情報を提供して就職する際の選択肢に入れていただくか、こういうことも含めて、実

は明日なんですけれども、岡山市では初めて中高生を対象として、市内事業者２０社を集

めての企業のＰＲといいますか、説明会的なことをおかやまコンベンションセンターで明
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日１０時半から行います。事業者で将来、岡山市内での就職者を幾らかでも本当に増やし

ていきたい、そういったことで将来を担う中高生の方に市内の中小企業がどういったこと

をしているかということを体験していただくというイベントを実は今年度から開催します

ので、地道に将来雇用という部分で対応していきたいと思いますし、現状での有効求人倍

率が高いということで、新規学卒者、ＵＩＪターン等を見据えた合同企業説明会等でもそ

ういったところへの対応というのは取り組んでいきたいと考えております。以上でござい

ます。 

○越宗会長 ありがとうございました。大体わかりました。すいません、それでは、「経

済・交流都市」の部分で農林水産部門といいますか、小松委員さん、ご意見ございます

か。 

○小松委員 指標的に見ましても上昇・改善とか、それから細かい部分見ましても悪くて

もやや順調というんでしょうか、そういうところで非常に数値的にもあらわれております

し、それから６月３０日、７月１日にかけて毎年開かれ、全国で順番で回ってくる食育大

会が開かれて、そのときに私もシンポジウムのコーディネーターで参加したんですけど

も、非常にいい雰囲気の農業者の方々が出てきておられるなあっていうことで、何か私の

皮膚感覚とこのデータっていうものがかなりフィットしてるなあということで、地道な取

組が徐々にですけれども実を結んだのかなというふうな感想を持っております。以上でご

ざいます。 

○越宗会長 ありがとうございました。都市計画、交通という分野で阿部委員さん、ご意

見ございますか。 

○阿部宏史委員 失礼いたします。指標で見ますと、概ね順調に進んでいるのかなと感じ

ています。まちなかを見ますと最近は社会実験等も積極的に実施されていて、岡山市も

徐々に変わりつつあるというのが市民の実感となってきたという気がいたします。 

 ただ、交通の関係は、今、私が委員長になりまして総合交通計画の策定、あるいは駅前

広場への路面電車の乗り入れの検討をしているところです。いかんせんハード絡みの事業

が多く、合意形成とか実際に整備が行われるのに時間がかかるという面もございます。先
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ほど申し上げた社会実験等とうまくかみ合わせながら交通のマネジメントあるいは都市づ

くりのマネジメントも進めていく必要があると思います。少し長い目で見ていく必要があ

るというのが個人的な感想でございます。以上です。 

○越宗会長 ありがとうございました。文化、スポーツという部分で梶谷委員さん。 

○梶谷委員 スポーツ関係でいうと、いろんな意味で岡山は盛り上がりつつあると思いま

す。ファジアーノも昨年は平均１万人を超えたというふうな、今年も頑張ろうとしていま

す。それから、シーガルズもフィリピンのナショナルチームを受入れ、今度はペルーか

ら。そういった海外のナショナルチームの受け入れというようなことも岡山市のいろんな

補助金で実現をしている。私もこの前のフィリピンは行かせていただきました。向こうか

ら来た選手が非常に喜んでいて、そういった選手は本国では非常に発信力があり、選手が

岡山のよさを発信してくれているというわけで、岡山のイメージアップにつながっている

と思います。そういった意味では岡山でいろんな大会をやりたいっていう意向はあるけれ

ども、器の問題で厳しいという話もいろんなとこで聞いております。 

 改めてスポーツと産業、そして海外とかよそから来たスポーツをやっている人と地域の

住民がどう交流していくかというようなデザインをうまくやっていけばスポーツというの

はまだまだこれから大きな発展、可能性があると思います。スポーツ庁もいろんな旗上げ

をやってきております。国もオリンピックを見据えながらいろんな政策をやっていますの

で、うまく使っていただきたい。これは時間との勝負というようなところもあろうかと思

いますので、できるだけ早く合意形成しながら次のステップへ。器も含めてになるかと思

いますので、行政主体というよりも住民主体でそういった道をつくりながら行政が後押し

をするという、まさに市民協働の仕組みづくりがスポーツでできていければというふうに

思います。よろしくお願いいたします。 

○越宗会長 ありがとうございました。それでは、そのほかこの分野でご意見ございます

でしょうか。 

 私は１点、政策４の部分での転入超過者数がちょっと低下しているなと。これは一時の

東日本大震災以後の転入超過、かなりの大きな規模で推移しましたけども、これも落ち着

いてきたと。その震災による人口移動が落ちついてきたというようなことを拝見して言わ
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れるんでありますが、その中で岡山連携中枢都市圏で移住ツアー、これを実施されたり、

直近では７月に赤磐市、和気町、そして岡山市主催の第１回の相談ですか、これが大変好

評で券があっという間に埋まったというふうに認めています。今後はそういう都市圏の枠

組みを活用した医療対策等も考えられるんでしょうけども、このあたりで何かお考えがあ

ればお教えいただきたいと思いますが。 

○市民協働局長 市民協働局長でございます。ご意見ありがとうございます。今おっしゃ

っいましたように連携での移住ツアー、実は昨日も２回目をやっておりましたが、これも

大変好評でございます。確かに震災後のちょっとしたブームといいますか波がおさまって

きたということは確かかもしれないんですけれども、民間の調査ではあるんですが、引き

続き岡山県というのは移住希望先として上位を占めております。相談会に来られる方のご

意見を聞きますと、やはり岡山を選ばれる理由の一番大きなものというのが災害が少ない

ですとか、それから気候が温暖であるですとか、そういった声が大きいのも確かではござ

いますが、それに加えて岡山圏域、連携中枢ということで岡山圏域全体の魅力をこれから

も連携して発信していけるように、また庁内でも何が岡山市の売りになるのかといったよ

うなことも連携して進めてまいりたいというふうに考えております。 

○越宗会長 どうぞよろしくお願いいたします。ほかにご意見がないようでしたら次の

「子育て・教育都市」の実現に向けての政策１１から１９、これにつきましてご意見をい

ただきたいと思います。それでは、子育て・教育という部分で清板委員さん、どうぞよろ

しくお願いします。 

○清板委員 先ほどの話題の、福島から岡山においでんせえ岡山という事業のほうでいら

っしゃったという小さな子どもさんを抱えてるお母さんが、私の相談室に相談でいらっし

ゃっていて、やっぱり地域をかえて子どもを抱えて母がまず移住してこられて、そして父

親が２年ほど遅れていらっしゃったという、そういういびつな時代を過ごさざるを得なか

ったということで、子どもさんたちが不登校になっているっていうようなケースで来られ

ています。たまたま私のところにいらっしゃっているのは一応１人のケースなんですけれ

ども、そういう移動に伴う子どもの発達段階やら父親の就労の問題やらとかを具体的に痛

みとして抱えておられるんだということを実感しましたので、そういったあたりでも具体
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的に最近経験したことではありました。 

 それで、この施策の１２の施策①の子どもが安全で健やかに育つことができる環境づく

りのところで、子どもの相談事業、相談主事の配置の事業が施策②の困難を抱える子ど

も・若者やその家庭への支援というところですけれども、全体として見て、痛みを抱えて

いる子どもたちやその家族に対する施策が少し弱いのかなあと感じました。改めてこの全

体を読みましたときに、例えば学力が遅れているので、ちょっとそれを上げていこうと

か、そういった前に進むべきことが順調にできていないということについての視点は見ら

れるのですが、痛みを抱えている、あるいは格差の中にあるというふうな人たちへの施策

が少し弱いのかなあという感じがしましたし、それに向けて行った施策がこういったもの

を配置したということはあるのですが、それによってこういった方たちの生活が改善した

とか、そういった実績がまだ出てないのではないのかという感じがしています。 

 その中で施策②の困難を抱える子ども・若者とその家庭への支援の一番最初にある、相

談主事の配置に関しては、ソーシャルワーカーなどの配置によって相談件数がこの１年間

で６，２９９件も実績として報告されていて、これは大変多いなあと思いましたが、それ

だけ強いニーズがあったものがこうして浮上しているのかなという感じがいたしました。 

 それから、９１ページにある児童養護施設を退所したその後の子どもたち、あるいは児

童養護施設にはいるんだが、里親制度によって家庭的な経験をさせてあげたいというこの

施策に関しては、まだまだ数は決して多くはないのかもしれないですが、十分な支援をち

ゃんと強化していかなくてはいけないのではないかと、そんなふうなことを思いつつ拝見

しました。 

○越宗会長 ご所見ありがとうございました。髙旗委員さん、いかがでしょうか。 

○髙旗委員 よろしくお願いいたします。５ページの将来都市像Ⅱを拝見しております

と、ほかの将来都市像ⅠやⅢに比べまして，やや渋目の桃太郎さんの顔が並んでいるよう

に思えて、すこし気になりました。しかし、本文を拝見しますと、待機児童数の問題はや

むを得ない部分もあると思いつつ、一方で、ほかのものについて「横ばい」とか「低下」

している部分は（いささか語弊はあるかもしれませんが）誤差の範囲であり、比較的順調

ではないかという印象を持ちました。 

 私の専門で申しますと、主に政策１４あるいは１５ということになります。ひとつは



- 16 - 

様々なアセスメントを行う調査のために予算をしっかり確保しておられ、その結果を活用

しておられること、学校をサポートする人材の確保等についてもしっかり予算を確保して

おられることが読み取れました。本当にありがたいことと感じております。 

 ２点ほど指摘をさせていただきます。ひとつは先ほどの調査の関係です。岡山市独自の

学力アセスですとか、ｈｙｐｅｒ－ＱＵ等についてしっかり予算を確保していただいてい

ます。エビデンスに基づいた改善を進めていくことはとても大事です。是非これを続けて

いただきたいと思います。さらに踏み込めば、得られたデータを個々の学級担任や一人ひ

とりの先生に、子どもの個票という形で返し、そこから個々の先生が改善の手だてを講じ

るものとして活用されるようお願いしたいと思います。学校平均や学級平均等の「平均

値」にしてしまいますと、全体的な傾向は見えますが、具体的な改善方策を実地に即して

検討するには非常にものが見えにくくなってしまいます。このあたりの工夫をお願いでき

ればと思います。 

 いまひとつは、大学で教職課程を担う者としても反省すべきこと、として申し上げま

す。若手の先生方が増えている現状で、これらの先生方の授業力向上支援に、教育委員

会・学校・大学の一体的な関係で取り組む必要があると考えております。たとえば「校内

ＯＪＴチーム」の実質的な運用がひとつの鍵になります。これに関わる様々な取組の充実

が必要です。具体的には政策１５の１０５ページ、１０６ページです。なかでも昨年度か

ら申し上げている岡山市教育研究研修センターの機能強化、その立地の問題や、指導主事

の先生方の増員等、是非手厚くしていただけないかと思います。 

 ひとつご紹介します。現在、本学で県の教育委員会、特に津山教育事務所との共催とい

う形で、津山教育事務所が管轄する約３０中学校を１０校ずつ３年に分けまして、そこに

おられる若手の先生方の授業力向上支援に大学教員が講師として参画する「授業力パワー

アップセミナー（若手教師授業力向上支援事業）」を進めております。同様の取組を岡山

市さんとも実現できればありがたいと考えております。 

 そのためには、授業力向上支援に係るモデル校を明確に立てる必要があります。何かを

より良くしていくには、まず、ある種のトップ集団をきちんとつくることが必要で、それ

を引き上げることをしなければなりません。そしてある程度引き上がったところで、それ

を全体に広めることも、後には必要になってまいります。いずれにしましても、まずは授

業力向上支援に係るモデル校を設定し、教育委員会・学校と大学が協働することが必要だ

と思います。 
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 次の学習指導要領に対応できる授業力を備えた人材を養成するということは、養成課程

では当然大事ですけれども、実際に現場に入ってから研鑽を積むことがとても重要です。

その意味では、我々大学の教員にとりましてもある種のアフターフォローという側面と、

実際に先生になられた後の様子を拝見することの中で、逆に養成課程のありようを問い直

す「ファカルティ・ディベロップメント」の要素もあります。こうしたことに参画させて

いただければありがたいと思います。 

 岡山っ子育成局、市民協働局、そして教育委員会の先生方のご尽力により、様々なこと

が非常に好転していると思っております。ありがとうございました。 

○越宗会長 ありがとうございます。藤原委員さん、いかがでしょうか。 

○藤原委員 専門的ということではなくて全体で見させていただいて意見を述べさせてい

ただこうと思います。概ねこの成果指標、それから事務事業も大変上昇傾向になったり順

調にいったり立派だと思っております。ただ、私が前から申し上げている安心して子ども

が生み育てられる岡山、そして教育県の復活ということに関して見ました場合、桃太郎さ

んの渋い顔のマークがついてる部分が多いのがちょっと気になります。特に政策１４の偏

差値のことなんですが、横ばいというふうになっておりますが、高い位置での横ばいはい

いかと思いますが、多分これは全国的に見ても最下位のあたりの横ばいだと思いますの

で、やはりこの辺がちょっと私は気になるかなと。全体的に見て本当に大変立派に行われ

ていると思うんですが、うちの会社でもＩＳＯの９００１っていうのは毎年入れるように

して、社員は概ね良いものばかりを強調したがって、それでうまくいってないところはさ

らっと流すという傾向にありますので、マイナスの部分にもっと目を向けてそれに成果を

上げるということが多分、それが一番市民にとっては市は頑張っているというふうに捉え

られるんじゃないかなあというふうに思いました。 

 それと、うちの会社の例を少し挙げてお話しさせていただきたいんですが、先日東京の

ほうから移住したいという、会社のほうへ志願してきた者がおりまして、女性なんですけ

れども、夫は置いて子ども２人、なぜかというとぜんそくがひどくて、全国全部回ったけ

れどもどこへ行ってもせきがとまらない、ただ岡山に着いた途端にせきをしなくなったの

で、どうしても子どもを連れて私が岡山で育てたいという人が来ました。１０月から入っ

てくれるんですけれども、子ども２人をママが育てる、全面的に会社としては支援をして
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いこうと思っているんですが、うちの会社みたいな小さなところもそういうふうな傾向に

あると。 

 それから、明日開催される、中高生に向けて岡山の企業のＰＲをするのに参加させてい

ただくんですけれども、２年ほど前に中学生で体験入社、中学校２年生の子が３日間会社

にやってまいりました。その子が初め入ったときは中２のときは成績も余り良くなく、何

かやる気のない子だったんですけれども、３日間うちの会社で仕事をしたことによってす

ごく目覚めて、それから勉強も一生懸命、高校もどうしてもうちの会社に入りたいと言っ

て高校３年間ありとあらゆる資格を取って、それで今年の春入社したわけなんですけれど

も、そういう子どもを育てるというか、一人でもそういう子がうちの会社へ入ってくれて

とても喜んでるんですけれども、そういう子どもを育てるということに岡山市全体で取り

組んでいただけたらありがたいなあと思いますし、やっぱり子どもの力というのは本当に

無限大であるということを彼を通じて感じました。ですから、一つ紹介をさせていただこ

うと思いました。 

 それから、ものづくりの補助金の件ですが、今、固定化されてしまっているというふう

にありましたが、私どもも企業でありながらそういうのが余りわからなくて、これを見て

ああって思いましたけれども、うちの業界でも経済産業省のものづくり補助金を出してく

れるもんですから、お客様の企業がその補助金を使って設備投資をものすごくたくさん始

めました。ですから、うちの業界はどちらかというと余り景気がいい業界じゃなかったん

ですけれども、ものづくり補助金によってこの２，３年、うちは違いますけど、よその小

さなものをつくってるところなんか仕事を断らなくてはいけないぐらい良い状況になって

いる。ですから、そういうことも含めて、これ私の周りが今のミニ社会のような、まちづ

くりレポートの中にいろいろ取り上げられているものが、うちの会社の中にも見られるな

というふうに感じました。ですけど、本当に岡山市のこの計画というのは立派だと思いま

すし、皆様の努力に私は頭が下がる思いでございますので、これからも十分やっていただ

きたいなと思います。以上でございます。 

○越宗会長 ありがとうございます。塩見委員さんは基本的にまちづくりとかそういった

ことを。 

○塩見委員 順調とか概ね順調が非常に多くて大変努力していただいているなということ
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をまず感じます。ただ、岡山市連合婦人会も心豊かな岡山っ子応援団に平成１９年からず

っと寄附をさせていただいて支援をしているところなんですけれども、これ、赤ちゃんの

いる家庭に絵本を愛育委員さんが配って、そして親子で絵本を読んで読み聞かせでゆった

りした子育てをしていただくということなんですけれども、それ以外に何か事業の内容が

ありましたら教えていただきたいということ。それから協力団体が２８年度１つも増えて

いないので、これを増やしていただく努力をしていただきたいなあというふうに１点は思

います。 

 それからあともう１点、９３ページの政策１３のところですけれども、女性の活躍です

が、市役所の管理職に占める女性の割合、確か１０．６％でしたか、市長さんのご努力に

よって増やしていただきましてありがたく思っていますが、多くの女性が企業に勤めてい

る方が多いわけです。ですから、企業の管理職の従業員に占める割合をどのような形で増

やしていらっしゃるかというとセミナーとかなさっているんですけれども、もう少し力を

入れていただきたいというふうに思っております。以上です。 

○越宗会長 ありがとうございます。政策１８の国際交流とか、あるいは多文化共生のま

ちづくりというのがありますけども、片山委員さんいかがでしょうか。 

○片山委員 政策１８の国際交流、国際化について満足してる市民の割合というパーセン

テージなんですが、これにつきましては２年に１回ということでございますので、去年は

実績値が出ておりませんので、わかりません。 

 次に、岡山市に住み続けたい外国人市民の割合ということで、これは目標値が８８％と

かなり高い数字なんですが、これも元々基準値として８３．１％で非常に近い数字が出て

おりますし、実績値として１年間で０．７％だったというか、余り変わらなかったのかな

と思いまして、変わらないということは目標値に非常に近い数字であるので、そんなに悪

くはないというふうに考えます。 

 それと、多文化共生のまちづくりの推進事業というのが１２６ページにございますが、

事業の中の１つの取組実績として外国人市民会議を開催というのがあります。開催して皆

さんの意見を集めるのは非常にいいと思います。提言書の内容を岡山市の施策に反映させ

るため、庁内で周知を図ったということなんですが、外国人市民会議に出てきている内容

を読みますと比較的具体的なものが多いので、周知を図るだけじゃなく、必要性が高く良
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いと思われるものは是非早目の実行をお願いしたいと思っております。 

 今後の課題と方向性なんですが、多文化共生のまちづくりの推進事業というのは、具体

性を持たせるのが非常に難しいんではないかと思います。施策や事業を考えていく必要が

あるという非常に曖昧な言い方になっておりますが、この辺をもう少し踏み込んで、もし

市民会議をもとに考えるのであれば一つひとつをもう少し詳しく検証し、生活者としての

外国人の意見ももっと反映させるのがよいのではないかと思いました。 

 また、次の日本語指導講師派遣事業なんですが、これに関しましては日本語指導が必要

な児童・生徒２９名に、１クラス程度、そんなに多くの人数ではないのですが、それに対

し４７３回の派遣ということは多いほうだと思いますので、量的にはかなり教育されてい

るんではないかと思います。ただ、本当に日本語指導が必要な児童・生徒、高校生までを

含めていいのかわかりませんが、そういう人たちが２９名しかいないのかなと疑問に思い

ます。実際はもっとたくさんいるのではないかなと、この辺の調査ができるのかできない

のかわかりませんけれども、することも必要では、と、これは単なる問いかけなんですけ

れども、思います。 

 そして、帰国外国人児童・生徒の母国語に対応できる日本語支援員の人材の確保が必要

であるということが今後の課題として出てきていますが、これは母国語に対応できる日本

語支援員、例えば日本語教師ということですが、２カ国語なり３カ国語できる人はそんな

に多くはありません。でも、日本語を教えることはできます。日本語教師は今全国的にも

圧倒的に不足しております。日本語教育に対して国のほうでも重要性を認めて議員連盟が

できて、国としても日本語教育に関して力を入れてきていますし、それに伴って文化庁の

ほうからは資格ということも厳しく言ってきております。学校でやる場合、資格はどの程

度のレベルのものでいいのかどうかわからないんですが、日本語教師の育成はそんなに難

しいことではない、できることだと思いますので、より多くの日本語教師または日本語支

援員をつくる必要があると思っております。 

 夜間中学、夜間高校の実態について、これは県のほうへ国から言ってきたという話を聞

いたんですけれども、今岡山県には夜間の中学は全くないということを聞きました。東

京、大阪、名古屋など大きな都市には夜間の中学があるそうなんですが、今、日本人では

夜間の中学校に行く人は非常に少ない。実は夜間の中学校に通っているのは外国人が多

い。全国各県に夜間の中学校をつくるという話を聞きまして、外国人の教育ということに

夜間中学がいいかどうかはわかりませんけれども、そういう方法も含めて県か市かわかり
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ませんが、生活している外国人の人たちに対する言葉をはじめとする支援も是非お願いし

たいと思います。 

 留学生は確実に増えておりますし、これからもっと増えるのではないかと思います。留

学生の数が増えるとその生活へのサポートが大学だけではやっていけなくなるということ

も考えられますので、産官学連携してのサポートを考える時期に来ているのではないかと

思います。以上でございます。 

○越宗会長 ありがとうございました。だいぶ時間も少なくなってまいりましたので、ご

意見もあるかもわかりませんけれども次の「健康福祉・環境都市」、そして「都市経

営」、これに関する政策の２０から３０です。ここにつきましてのご意見をお伺いしたい

と思います。この分野につきましては、新市民病院あるいは地域ケア総合推進センター等

を背景に非常に成果が上がってきているというふうに思いますけれども、岡本委員さんお

待たせしました、どうぞ。 

○岡本委員 全体的なところからコメントをさせていただきます。こうやって成果指標の

もとに全ての項目を見直し、またこのような形で取組実績と今後の課題・方向性というも

のを１つずつ丁寧に文字にして資料化するのは、非常にご苦労があったかと思うんですけ

れども、市民にとっては非常にわかりやすく、もちろん私どもにもですけれども、こうい

った進め方はとても素晴らしいと、重要だと思いました。お疲れさまでした。 

 また、今のところ順調とか概ね順調が結構多いんですけれども、これについても１年目

で安心をせずに、引き続きステップバイステップでどのように進めていくかという丁寧な

進め方が必要かと思ったことに加えて、やや遅れになっているところについては、その後

の９年間のたどり方に、重点事業をつくったりモデル事業化をしたりというような具体策

をこの時点でしっかりとしていく必要があると思いました。 

 その中でも市民参加ということも考えまして、公表後の意見交換の場を設けながら、や

はり市民全体で取り組むことができるたどり方を考えていただければいいかと思いまし

た。 

 将来都市像Ⅲのところなんですけど、先に将来都市像Ⅱのところで気になったところと

いうか、教えていただきたいところがあるので言わせていただきます。５ページでは保育

所等の待機児童数が増えているというご報告がありまして、その前に４ページに転入超過
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者数、転入が減っているということもあって、岡山が住みやすいまち、安心して生きてい

けるまちというところでは、子どもたちを健やかに育てる環境をいかに整えてどう呼び込

むかということが非常に重要なことだと思うので、この待機児童の施策がすごい大事と思

いました。が、にもかかわらず１４ページの政策１１の施策①では、それを推進するため

の事業のところは概ね順調、順調という評価になっていて、何か矛盾しているというふう

に思いました。具体的なところを見てみますと、それぞれの事業について一生懸命やって

いるというのは見えてくるんですけれども、でも待機児童数は増えているので、その目標

値としていることとやっていることがもしかしたら足りていない、矛盾していることが何

かあるのではないか、その辺どうしてそうなるのかということを、増やそうとしていると

ころよりもニーズのほうがより多いということなのか、なぜそのようになっているのかを

分析して次のステップを考えていく必要があると思いました。 

 健康の部分ですが、１８ページを見ますと政策２４のところで自主防災会育成事業がや

や遅れ、住宅用火災警報器の設置推進がやや遅れということになっていて、この項目は、

地域で自分たちでどうしていくかということを住民たちが考えながら、助け合い、共助だ

とか自助だとかを高めていく、地域のソーシャルキャピタルを高めていく上でも重要な事

項と思いました。地域のソーシャルキャピタルを高めるということが岡山っ子の応援団

の、そういう岡山を大事だなあと思う子どもたちを増やしたり、みんなで助け合おうねと

いうところでは片親の事業も増やしたりだとか、それらの土台になっていくことと思いま

す。よって、全体を見たときに、やや遅れているところと連動して有効に機能しそうな重

点事業が、この防災関係と考えます。今全国でいつどこでゲリラ豪雨が起こり災害が起こ

るかがわからないという時代になっているわけですので、是非この項目を重点事業化しつ

つ他の事業とも連動させて目標に到達していく具体的な案をこの時期にしっかり考えてい

く必要があると思います。以上です。 

○越宗会長 ありがとうございます。浜田委員さんもお待たせいたしました。 

○浜田委員 ありがとうございます。岡本委員からもいろいろございましたが、確かにこ

の７ページの一覧表を見ますと、この将来都市像Ⅲのところは桃太郎さんが非常にニコニ

コしているのが多くて、全体的には非常に順調に推移していると思います。 

 例えば認知症サポーターの数とか、それから生涯現役応援センターに登録した高齢者の
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数とか非常に増えておりますし、それから生活保護者とか生活困窮者の方、こういう人た

ちの就労支援の数も１，０００人単位で就労支援されてまして、非常に評価できるのでは

ないかと思っています。かかりつけ医のいる高齢者の割合がちょっと伸び悩んでいるとい

うことで、この辺は課題かと思います。 

 今地域包括ケアの構築とか、それから在宅医療の普及というのが岡山市のみならず全国

的な課題になっておりますけれども、一朝一夕ではできない、例えば中学校区ごとにどう

いうふうにサービス体制をつくるかということで非常になかなか簡単にはいかない話なん

ですけれども、例えば御津医師会の先生方の試みとか、あるいはここの近くの清輝橋グル

ープの開業医の先生方の活動とか非常にモデル的な活動も岡山はありまして、今後ともそ

ういう医師、ケアマネ、訪問看護師、そういうものと連携していく、我々大学関係者も市

役所と協働してやっていくということで地道に取り組んでいただければというか、我々も

コミットしていきたいというふうに考えております。 

 あと、地域福祉の関係で政策２２の１７ページですが、施策③の地域福祉基盤づくり事

業というのがありまして、非常に地味な事業だと思うんですけれども、岡山市の場合、地

域包括支援センターとか公民館とかそのような現場の取組が非常に強みだというふうに考

えてまして、公民館とか地域包括支援センターを通じて住民と一体となって活動していく

というか、そういう流れができるといいなと考えておりまして、実際例えば三門学区の地

域のみんなでつながりたいとか、それから平福地区のボランティアビューローとか、いろ

いろ住民の方々が独自の取組といいますか、独自のボランティア活動をされてて、それに

公民館とか地域包括支援センターがうまい具合にコーディネートをして取り進めていると

いうような事例が各地で出てきておりまして、そういった住民と一緒に市役所といいます

か公民館とか地域包括支援センターを含めて住民と一緒に取り組んでいって、そういう流

れが地域包括ケアとか在宅医療の普及とかにもつながるといいなというふうに考えており

ます。以上です。 

○越宗会長 ありがとうございました。政策２４、２５、防災とか安全・安心、あるいは

その後の関係、このあたりで委員の皆さんからご意見がありましたらお願いしたいと思い

ますけれども。阿部委員さん、いいですか。 

○阿部宏史委員 環境総合審議会の会長もさせていただいています。環境についてはここ
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にいろいろと指標が書かれていて、概ね順調という指標が多いのですけれども、基本的に

は政策にそれぞれ挙げられている生物多様性戦略、地球温暖化防止計画、それから廃棄物

処理の指標達成ということもあるのですが、こういった基本的な計画を着実に達成してい

くと。環境と共生した都市になるというようなイメージを着実につくっていくということ

が大事じゃないかなと思っております。 

 また、環境は最近のいろんな政策の基幹的部分となっており、実際に都市政策の中で見

ますと、先ほどの都市整備とか、学校教育も含めてあらゆるところにつながっています。

そこが十分に理解されて、横断的にいろいろ取り組まれているのかというと必ずしもそう

ではないところがあります。そういった課題も踏まえて、環境は都市の一番基盤になる政

策の１つであるということを認識して、着実に取り組んでいかなければならないと思って

おります。 

○越宗会長 ありがとうございます。そのほかご意見はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○越宗会長 それでは、「都市経営」という部分で特に財政問題ということでご専門の加

藤委員さん、ご意見をいただきたいと思います。 

○加藤委員 私ども財政の数字を金融機関の側から見てみまして、概論で非常に申し訳な

いんですけれども、需要といいますか資金需要はずっと減ることなくあります。今非常に

金融の利率、レート等が低い状況の中で、いろいろ濃淡をつけてやられているようには思

います。金融機関とすればなるべく必要なところの部分で長期的な観点から十分対応のほ

うはさせていただきたいとは思っております。この内容について、個別には私のほうでは

コメントはございません。以上です。 

○越宗会長 ありがとうございます。都市経営で政策３０に「岡山市役所の管理職に占め

る女性の割合」というのがございます。平成２７年度から２．２ポイント上昇して二桁台

の１０．６％を到達されております。岡山県に比べても高い数字ですけれども、目標が平

成３２年度に１４％でしたか、ここの近くでいうと。ただ、民間企業あるいは国の目標値
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に比べますとやや低いという感じがいたします。もちろん次々と女性管理職、ほかの市に

誕生しておりますけど、もちろん大森市長さんは性別にとらわれない適材適所の人員配置

ですとおっしゃっていますから今後進んでいくと思いますけども、民間では男性の育児休

業取得等を推進するというようなこともやっておりますけども、子育てと仕事の両立のた

め女性が負担に感じないような、そういう取組というのは岡山市ばかりじゃないとは思い

ます。市長さん、いかがですか。 

○大森市長 今、塩見さんからもお話がありましたが、人の登用というのは、やはり合理

的でなければなかなか進まないもんだと私は思っています。 

 岡山市の管理職に占める女性の割合を６％から今１０％にこの４年間で引き上げました

が、私は結果的に非常に良かったというように思っています。女性の能力が非常に発揮さ

れている。具体的に言いますと、打ち合わせでも１人の女性が入っていてもなかなか女性

って発言しにくい。それが２人なり３人なり入っていると、非常に女性なりの活発な意見

が出てくる。実は今日、瞬間的に３分ぐらい遅れたのは、明後日の記者会見の議論をして

たんですけれども、ここにも女性が多く入っておられました。非常に率直な意見がどんど

ん出てきているということでありました。 

 なぜ岡山市の女性登用が以前は低かったのか。能力的によければ、みんなどんどん登用

してたのではないかという話があると思うんですけども、重大な欠陥があったんです。こ

れが何かと言うと、子どもを産んで育児休暇の時に、それは仕事をしてたと見なさなかっ

たんです。したがって、２人産めば４年とか５年、仕事をしない期間が出てくる。それが

男性と比べていわゆる経験年数で遅れてくる。女性の場合はといいますか、市役所の人事

の場合はやっぱり経験年数というのを一つ大きくポイントに上げますので、そこでどうし

ても差がついてきた。それを今回、仕事をしたと見なしていくという制度にかえました。

となると、これを遡及的にやったことによって割と自由に女性の登用ができるようになっ

たと。実際上、登用してみると本当にいい動きをしていただいてます。そういったことを

是非私は民間の企業でもお願いをしたいなあということで、今月末の商工会議所、梶谷さ

んもご出席されますけども、この会でも少人数同士の腹を割った会でも我々そういった話

をさせていただいて、一朝一夕になかなか民間企業の場合いかないかもしれませんけれど

も、広めていきたいなあというように思っております。 

 労働界もまた同じで、本当に少ないです。ただ、労働界の場合はこの前連合の会長と話
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しましたけど、この組合活動というのはやはり旦那さんの理解がないとなかなかできな

い。それは企業や経営者よりもかえって難しいかもしれない。でも、こういう動きがどん

どんどんどん広がっていけばいいなあというように思っております。 

○越宗会長 ありがとうございます。実は今日、区別計画についても委員の皆様ご意見を

いただくことになっておりましたが、時間がもうかなり押してまして。何か特にこれは言

っておきたい、区別計画の中のこの部分については言っておきたいというようなことがご

ざいましたら是非。特にはございませんか。よろしいでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○越宗会長 ありがとうございました。それでは、ないようでございますので、協議事項

の２、その他についてでありますが、事務局から何かございますか。 

４ 協議事項（２）その他 

○事務局（道広） 今後の予定ですが、今年度の審議会は本日の１回だけの予定でござい

ます。来年度は、平成２９年度の取組実績等について報告させていただき、ご議論をいた

だきたいと考えておりますので、その際には何とぞよろしくお願い申し上げます。 

○越宗会長 それでは、本日予定しておりました議事はこれで全て終了いたしました。事

務局のほうに進行を戻します。 

○事務局（草野） 越宗会長ありがとうございました。それでは、閉会に当たりまして大

森市長からご挨拶を申し上げます。 

○大森市長 今日はどうもありがとうございました。さまざまなご指摘を踏まえて今後の

市政に反映させていきたいと思います。 

 １つだけといいますか、全体について少しコメントだけさせていただきますが、経済界

の方から経済が全体的に順調だというようなお話をしていただきました。２７年度、２８

年度の１年で比べるのは余りに短いということで、私自分が就任した年度との差というの
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を今いろんな数字で調べているところでありますけど、２５年度と２８年度、これ法人税

ベースでいきますと企業の利益は岡山市の場合２２％伸びてます。これは全国に比べて非

常に高い数字を示してます。そういうこともあって岡山市７，０００人の人が増えてま

す。これは、実際上自然減に今なってまして、いわゆる亡くなる方のほうが生まれる方よ

りも多いというような状況であるにもかかわらず７，０００人増えてます。ちなみに隣の

倉敷市は１，０００人も減ってきている状況になってます。そういう大きな面での経済と

いうのは岡山市の場合、結構しっかりしているのかなあというように思っている次第であ

ります。 

 しかしながら、課題は山積をしている。今日、待機児童の話が出ましたが、実はこの３

年間の間に１，９６６の受け皿をつくりました。これを１０年ベースで見ると、始めの７

年というのは７８０の受け皿をつくってるんです。年単位に直しますと１１０を最初の７

年、そして直近のこの３年で１，９６６、年単位で７００弱の受け皿をつくりました。年

ベースでいきますと大体６倍ぐらいの受け皿をつくってるんですが、待機児童は、従前は

数え方が違うというところがあるんですけれども、ゼロから８４９という数字になってお

ります。そういう面では、需要が一気に噴き出したというか、つくることによって噴き出

したということになっております。私はもちろんこれは早く解消していかなきゃならない

最大のものの一つだとは思っておりますけれども、こういう現象というのは一時期は出て

くるんじゃないかなあというように思っております。子育て環境の整備そのものが今の女

性の活躍にももちろんつながっていきますし、若い人たちの収入が少ない、いわゆる格差

問題の解消にもつながっていく、引いては会長からのお話がありました雇用の問題、有効

求人倍率を少し縮めていくということにもつながって経済の活性化にもなっていきます。

さまざまな要因の一つになっているわけでございまして、待機児童を３１年度末にゼロに

したいということも我々としては目標に掲げているところでございます。ここにもこう書

かせていただいていますが、それに向けて万全の動きをこれからしていきたいと思ってお

ります。 

 そのほかも教育、藤原さんからお話ありましたように、私もこれ横ばいよりももっとも

っと桃太郎が怒った顔をしたほうがいいんじゃないかなあというように思います。例えば

中学校の国語の成績は４７都道府県の中で相当離れてビリであります。お恥ずかしいこと

だというように思っています。ただ、先生方一人ひとりは非常に真面目にやっておられま

す。私も一昨日平津小学校の先生方とも話をしましたけども、一人ひとりの対応というの
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は私は素晴らしいんじゃないかというように思っています。ただ、なぜそれが結果に結び

ついてないのか。先ほどおっしゃられたように、個別のデータを個別に落としていく作業

というのはどうしていくのか。それを一つの線として、柱として教育委員会がどこまでや

っていくのかというようなことがこれからのポイントになるんじゃないかというように思

っています。 

 それから、市内の歩いて楽しいまちづくりというか、公共交通の話も存じ上げていま

す。阿部先生がおっしゃったように、なかなかこれも一朝一夕で物事が動きません。た

だ、そこは住民の方々のご理解を得ながら、関連の業界の方々のご理解も得ながら進めて

いくということをやり、将来の目標に向かって動いていく。こういうのを様々な実験だと

かそういうことをやりながら前に進めていきたいというように思っております。 

 最初に会長が、動いてきたけれどもやることはまだまだいっぱいだぞ、とおっしゃられ

た通りだと思っておりますので、今日のご意見などを踏まえながら精いっぱい頑張ってい

きたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。今日はありがとうございました。 

○事務局（草野） それでは、これをもちまして岡山市基本政策審議会を閉会いたしま

す。皆様お疲れさまでございました。 

閉会 


